




















































































番号 御意見等の概要 件数 御意見等に対する考え方

1 今回の改正に賛成である。 2件 ―

2
提案されている石綿含有製品だけでな
く、すべての石綿及び石綿含有製品を
禁止すべきである。

10件

3
代替化が困難な石綿含有製品を除き、
原則禁止にすべきである。

9件

4

「石綿」の定義に、アモサイト及びクロシ
ドライト以外に、クリソタイル、アンソフィ
ライト、トレモライト及びアクチノライトも
含むことを明示すべきである。

3件
「石綿」には、クリソタイル、アンソフィライト、トレモライト及びアクチノライト
が含まれていることは明らかである。

5
「住宅屋根用化粧スレート」の定義が曖
昧である。

1件 JIS A5423に基づき「住宅屋根用化粧スレート」としている。

6
石綿を0.1％を超えて含有する石綿含
有製品を禁止の対象とすべきである。

1件
技術的に石綿の含有率を確かな精度で測定できる濃度レベルが1％程度
であること等を考慮して、石綿を1％を超えて含有する石綿含有製品を製
造、輸入、使用等の禁止の対象とすることを考えている。

7

石綿含有製品のみが禁止されるのであ
り、指定されている製品全てが禁止され
たと誤解されないよう、特段の配慮を願
いたい。

2件
今回の改正案では、石綿含有製品のみが禁止され、石綿を含有しない製
品については製造、輸入、使用等は禁止されないものであり、その旨周知
してまいりたい。

8 一般工業用接着剤は対象となるのか。 1件 対象とする予定である。

9
不純物として石綿を含有する物はどう扱
われるのか。

2件
石綿を1％を超えて含有する場合には製造、輸入、使用等の禁止の対象と
することを考えている。

10
石綿含有率の判定はどのような方法で
行えばいいのか。

2件

吹付け石綿に係る石綿含有率の判定方法については、「建築物の耐火等
吹付け材の石綿含有率の判定方法について（平成8年3月29日付け基発
第188号）」において既に示しているところであり、これに準じて判定すること
もできる。なお、独立行政法人産業医学総合研究所等においても、判定方
法等に関する相談を受け付けているところである。

11
施行までに十分な猶予期間を設けてい
ただきたい。

5件

12
施行日を遅くとも2005年1月1日としてい
ただきたい。

1件

13
施行日を早くとも2005年1月1日としてい
ただきたい。

5件

14
施行日前に製造、輸入、使用等されて
いる石綿含有建材等については、適用
を除外していただきたい。

12件

15
既存建築物の石綿含有建材も禁止す
べきである。

1件

16
今回禁止の対象となる製品の代替品は
あるのか。

2件
今回禁止の対象とする製品については、「石綿の代替化等検討委員会報
告書」において、代替が可能であるとの結論を得ているところである。

施行期日については、周知に必要な期間等を考慮して、今後検討してま
いりたい。

石綿含有建材等で施行日前に製造、輸入、使用等されているものについ
ては、製品の状態では建材等の中に石綿が固定されており、石綿が粉じ
んとして発散するおそれがないことから適用除外とする代わりに、解体作業
等の石綿が粉じんとして飛散するおそれがある作業については、石綿によ
るばく露防止対策の周知・徹底を図る方向で、今後検討してまいりたい。

「石綿の代替化等検討委員会報告書」を踏まえ、石綿を使用しない製品へ
の代替が可能である石綿含有製品について、製造、輸入、使用等の禁止
の対象とすることとしている。また、今回禁止の対象としていない石綿含有
製品については、その代替化について関係事業者の取組の促進を図るこ
ととするほか、必要に応じ使用状況、代替化の可能性等の調査を行い、製
造、輸入、使用等の禁止の対象とする石綿含有製品の範囲について見直
しを行うこととする。



17
摩擦材については、当面適用を猶予し
てほしい。

1件
「石綿の代替化等検討委員会報告書」において、摩擦材については、石
綿を使用しない製品への代替が可能であるとの結論を得ていることから、製
造、輸入、使用等の禁止の対象とすることとしている。

18
繊維強化セメント板の使用禁止はやめ
るべきである。

8件
「石綿の代替化等検討委員会報告書」において、繊維強化セメント板につ
いては、石綿を使用しない製品への代替が可能であるとの結論を得ている
ことから、製造、輸入、使用等の禁止の対象とすることとしている。

19
石綿含有製品の健康への影響はない
のではないか。

1件
石綿は、吸入することにより肺がん、中皮腫等を引き起こすことが明らかと
なっており、また、石綿にさらされる業務による肺がん及び中皮腫の労災認
定件数は年々増加する傾向にある。

20
その他の御意見（労働安全衛生法の一
部を改正する政令案に関する御意見で
ないもの）

 ・ 既存の石綿含有製品の調査、処分
等に関するもの（3件）
 ・ 特殊な作業等の管理に関するもの
 ・ 補償に関するもの（2件）
 ・ 生産の海外移転等に関するもの（1
件）
 ・ 意見募集のあり方に関するもの（1
件）
 ・ 禁止除外品の使用期限等に関する
 ・ 見直し規定に関するもの（1件）
 ・ 交換部品に関するもの（1件）
 ・ 安全宣言に関するもの（2件）
 ・ 法律の適用に関するもの（1件）
 ・ 個別の製品に関するもの（1件）
 ・ 石綿の製造を容認してきた責任に関
するもの（1件）































































































































日本における中皮腫による死亡者数（人口動態統計による）

年 性別 合計 胸膜中皮腫 腹膜中皮腫 心膜中皮腫 その他部位 部位不明 参考※

男性 356 201 35 3 7 110 12
1995 女性 144 74 16 3 4 47 3

合計 500 275 51 6 11 157 15

男性 420 283 23 5 12 97 25
1996 女性 156 75 22 3 1 55 5

合計 576 358 45 8 13 152 30

男性 451 281 31 3 9 127 23
1997 女性 146 74 17 2 3 50 6

合計 597 355 48 5 12 177 29

男性 429 283 39 2 7 98 30
1998 女性 141 78 23 1 4 35 2

合計 570 361 62 3 11 133 32

男性 489 319 27 4 20 119 16
1999 女性 158 85 21 1 5 46 10

合計 647 404 48 5 25 165 26

男性 537 367 30 3 11 126 21
2000 女性 173 89 24 1 4 55 6

合計 710 456 54 4 15 181 27

男性 574 414 35 5 10 110 22
2001 女性 198 116 26 1 6 49 14

合計 772 530 61 6 16 159 36

男性 604 412 43 3 12 134 14
2002 女性 206 111 27 1 4 63 3

合計 810 523 70 4 16 197 17

「参考※」は、「胸膜の悪性新生物（除中皮腫）」

1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002

中皮腫による死亡件数 500 576 597 570 647 710 772 810
中皮腫の労災認定件数 13 12 10 19 25 34 33 55
中皮腫の「認定率」 2.60% 2.08% 1.68% 3.33% 3.86% 4.79% 4.27% 6.79%

石綿肺がん死亡件数推測（中皮腫×2倍） 1,000 1,152 1,194 1,140 1,294 1,420 1,544 1,620
石綿肺がんの労災認定件数 10 15 12 23 17 17 21 22
石綿肺がんの「認定率」 1.00% 1.30% 1.01% 2.02% 1.31% 1.20% 1.36% 1.36%

石綿による死亡件数推測（中皮腫＋肺がん） 1,500 1,728 1,791 1,710 1,941 2,130 2,316 2,430
石綿による労災認定件数（中皮腫＋肺がん） 23 27 22 42 42 51 54 77
石綿による「認定率」（中皮腫＋肺がん） 1.53% 1.56% 1.23% 2.46% 2.16% 2.39% 2.33% 3.17%

労災認定件数は認定された年度（死亡件数は暦年）で計上されているので厳密には「認定率」ではない。























  

「写真展●静かな時限爆弾＝アスベスト被害」から 写真：今井明

 

 ［第二報・演題募集］
 

 

 

2004年11月19-21日 

東京・早稲田大学国際会議場 

● 主 催 

2004年世界アスベスト東京会議組織委員会 
http://park3.wakwak.com/~gac2004/ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2004年11月19-21日に東京で開催が予定されている「2004年世界アスベスト東京会議（GAC 2004: 

Global Asbestos Congress 2004 in Tokyo）」のご案内をさせていただきます。 

アスベストの使用に内在するリスクの根絶に向けて、世界的規模で共同の努力が広がっています。

国際労働機関（ILO）によれば、毎年200万人と推計される死亡労働災害のうち、アスベストによる死亡

者だけで10万人にのぼっています。アスベストの有害な健康影響に対する関心の高まりを反映して、

欧州連合（EU）では2005年1月1日までにアスベストの使用が禁止されることになり、日本でも2004年10

月1日から「原則禁止」措置が実施されることになりました。他の地域においてもますます具体的な措置

がとられるようになってきています。いまこそ、アスベストのリスクに対する足並みをそろえた行動を取

り、リスクの開発途上国に対する移転をとめる、緊急の必要性があります。 

今なお、アスベストの消費量やアスベスト問題に対する取り組み等に関して、著しいコントラストがみ

られる、アジアにおいて、このようなアスベストに関する世界会議が開催されるのは、今回が初めての

ことです。皆様の積極的な参加を期待しています。 

会議の目的 

2004年世界アスベスト東京会議の目的は、人類と環境に対するアスベストの有害な影響をいかにして

最小化するのかを、国レベルおよび国際的な文脈のなかで検証することにあります。会議ではまた、現に

出現しつつあり、また今後予測される健康被害の増大にいかに対処していくのか、私たちの周囲にすでに

使われてしまっている既存アスベストにいかに対処していくのかという方策も追求されることになるでしょう。

東京会議が、私たちの目の前にあるアスベスト・リスクに対する地球的な取り組みの前進に、新たなイン

パクトを与えることを期待しています。   

参加を期待されている方々 

本会議には、アスベスト被災者とその家族、労働者、市民、医療関係者、ハイジニスト、専門家、弁護士、

行政関係者、政策立案者、その他関心をもつ人々、どなたでも参加することができます。参加者は、国際

的及び学際的な基礎のうえに、様々な経験や最新の知識を共有し、問題の所在を確認し、対処の仕方を

議論し、また、共通の解決策を探ることができるでしょう。 

重要な日程（改訂） 

2003年12月31日 第二報（演題募集・参加登録・宿泊案内を含む） 

2004年5月31日（1か月延長） 演題・アブストラクト等申し込みの締め切り  

2004年6月30日（1か月延長） 演題・アブストラクト等の採否の決定・通知 

2004年7月31日（1か月延長） 早期登録の締め切り（登録料： 6,000円） 

2004年10月31日 登録最終締め切り（登録料： 8,000円、学生は3,000円） 
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2004年世界アスベスト東京会議 
2004年11月19-21日 早稲田大学国際会議場 

会議のテーマ・基調報告 
●全体会議 

2004年11月19日（金） 

09:00 - 12:00 （3時間） 

セッション1. アスベストの地球的健康影響： 緊急の行動の必要性 

村山武彦（［日本］早稲田大学理工学部教授（複合領域）） 

「日本におけるアスベスト関連疾患の流行」 

バリー・キャッスルマン（［アメリカ］環境コンサルタント、『アスベスト： 医学的・法的側面』の著者） 

「世界貿易機関（WTO）貿易紛争がアスベスト禁止に向けた世界的努力に及ぼした影響」 

デヴィッド・ギー（［デンマーク］欧州環境庁（EEA）新規課題・科学関連コーディネーター） 

「アスベスト：魔法の鉱物から不幸をもたらす鉱物へ―予防原則の教訓」 

13:00 – 15:30 （2.5時間） 

セッション2. 環境曝露・危機管理・リスクコミュニケーション 

ステファン・レービン（［アメリカ］マウントサイナイ・アーヴィング・J・セリコフ労働・環境医学センター・メデ

ィカル・ディレクター） 

  「2001年WTC（世界貿易センター）事件の経験から」 

寺園淳（［日本］独立行政法人国立環境研究所社会環境システム研究領域・循環型社会形成推進・廃

棄物研究センター） 

「1995年阪神・淡路大震災の経験から」 

内山巌雄（［日本］京都大学大学院工学研究科都市環境工学専攻教授） 

  「リスクコミュニケーション―保育園児童曝露事件の事例研究」 

16:00 – 18:30 （2.5時間） 

セッション3. 被災者・家族のエンパワーメント 

アニー・デボモニ（［フランス］国立衛生医学研究所（INSERM）現代社会公衆衛生問題研究所（CRESP）

研究部長） 

「先進国におけるアスベスト被災者の状況と取り組み：フランス―ANDEVA」 

フェルナンダ・ギアナージ（［ブラジル］労働安全衛生監督官、アスベスト曝露者協会） 

  「発展途上国におけるアスベスト被災者の状況と取り組み：ブラジル―ABREA」 

名取雄司（［日本］中皮腫・じん肺・アスベストセンター） 

  「日本におけるアスベスト被災者・家族および支援グループの取り組み」 

2004年11月20日（土） 

09:00 - 12:00 （3時間） 

セッション4. 医学的側面： アスベスト関連疾患の診断・治療等 

鈴木康之亮（［アメリカ］米ニューヨーク・マウントサイナイ医科大学教授（地域・予防医学及び病理学）） 

「アスベスト関連疾患の病理学」 

アンティ・トサバイネン（［フィンランド］フィンランド労働衛生研究所（FIOH）産業衛生・毒物学部門） 

「アスベスト関連疾患のためのヘルシンキ・クライテリア」 

ブルース・ロビンソン（［オーストラリア］クィーン・エリザベスII世メディカルセンター・医薬学校医学教授、

SCGH呼吸器科呼吸器医コンサルタント）［要請中］ 

「血液検査を用いた中皮腫の早期発見及び新たな治療方法に関する最新情報」 

13:00 – 15:30 （2.5時間） 

セッション5. アスベスト被害に対する補償 

ボブ・ルアーズ（［オランダ］前オランダ上院議員、オランダ・アスベスト協会創設者、弁護士） 
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「環境曝露・家庭内曝露事例に対する補償」 

チャールズ・シーゲル（［アメリカ］弁護士） 

「発展途上国におけるアスベスト被災者のための補償戦略」 

古谷杉郎（［日本］石綿対策全国連絡会議事務局長） 

「アスベスト関連疾患の労災補償： 国際比較」 

16:00 – 18:30 （2.5時間） 

セッション6. 既存アスベストの把握・管理・除去・廃棄 

マックス・ロパッキ（［イギリス］全国アスベスト・トレーニング・認証計画（NATAS）ディレクター） 

「アスベスト管理・作業に携わる者のトレーニングと能力に関する国際的最低基準」 

ハインツ・クロピュニク（［オーストリア］aetas Zivitechniker GmbH マネージング・ディレクター） 

 「ウィーン・インターナショナル・センターにおけるアスベスト管理計画」 

スサーナ・ムルマン（［アルゼンチン］建築家、ブエノス・アイレス市政府アスベスト除去アドバイザー） 

 「ケース・スタディ： アルゼンチン初のアスベスト除去プロジェクト」 

2003年11月21日（日） 

10:30 - 13:00 （3時間） 

セッション7. アスベスト・リスクのない世界： 明日への戦略 

ツシャ・カン・ジョシ（［インド］労働・環境保健センター所長・プロジェクト・ディレクター） 

  「インド・南アジアにおけるアスベストをめぐる議論」 

パク・ドンミョン（白道明）（［韓国］ソウル大学保健大学院産業保健学教授） 

「韓国のアスベストに対する戦略」 

ローリー・カザンアレン（［イギリス］アスベスト禁止国際書記局（IBAS）コーディネーター）  

「アスベスト・リスクのない世界に向けた地球規模のイニシアティブ」 

●ワークショップ 

A. アジア・ネットワーク： 目標と行動 

B. 建設とアスベスト 

C. 労働組合のイニシアティブ 

D. アスベスト訴訟 

E. 疫学・公衆衛生・予防 

F. 被災者・支援組織 

G. 多国籍企業・海外移転 

H. 造船とアスベスト 

ワークショップのタイムテーブルは、別掲「日程予定表」をご参照下さい。 

●ポスター・セッション 

ポスター・セッションのタイムテーブルは、別掲「日程予定表」をご参照下さい。 

●各セッションの演題申込 

別掲の「演題申込」をご覧下さい。演題抄録の提出締め切り日は、2004年5月31日です。採否の通知は2004年

6月30日までに行います。 

●写真展、ビデオ・セッション 

内外のアスベストをテーマにした写真展示等も行います。展示写真の応募、ビデオ上映を希望される方は、

2004年5月31日までに、事務局にお申し込みください。採否の通知は2004年6月30日までに行います。 

●商品展示等 

商品展示等のスタンド・ブースを設置することも可能です。設置を希望される方は、事務局までご連絡下さい。 

●使用言語 

本会議では、日本語及び英語を使用し、双方向の同時通訳が提供されます。
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2004年世界アスベスト東京会議 
2004年11月19-21日 早稲田大学国際会議場 

日程予定表 
 

 

全体会議セッション 

（井深大記念ホール） 

ワークショップ 

（第2会議室） 

その他 

（第1・3会議室、ロビー他） 

2004年11月19日（金） 

09:00-12:00 

開会： 

セッション1： 

アスベストの地球的健康影響：緊急

の行動の必要性 

12:00-13:30（昼食休憩） 

 

 

 

 

 

 
13:30-16:00 

セッション2： 

環境曝露・危機管理・リスクコミュニ

ケーション 

14:30-16:00 

WS-A： アジア・ネットワーク：目標と

行動 

16:00-17:00（休憩） 
 

17:00-19:30 

セッション3： 

被災者・家族のエンパワーメント 
18:00-19:30 

WS-B： 建設とアスベスト 

09:00-18:00 

写真展（ロビー） 

展示ブース 

 

 

12:00-18:00 

ポスター・セッション I 

（第1会議室） 

（16:00-17:00 質疑応答時間） 

 

 

 

 

 

 

 19:30- ウエルカムパーティ 

2004年11月20日（土） 

09:00-10:30 

WS-C： 労働組合のイニシアティブ 
09:00-12:00 

セッション4： 

医学的側面：アスベスト関連疾患の

診断・治療等 
10:30-12:00 

WS-D： アスベスト訴訟 

12:00-13:30（昼食休憩）  

 13:30-16:00 

セッション5： 

アスベスト被害に対する補償 
14:30-16:00 

WS-E： 疫学・公衆衛生・予防 

16:00-17:00（休憩） 
 

17:00-19:30 

セッション6：既存アスベストの把握・

管理・除去・廃棄 
18:00-19:30 

WS-F： 被災者・支援組織 

09:00-18:00 

写真展（ロビー） 

展示ブース 

 

 

12:00-18:00 

ポスター・セッション II 

（第1会議室） 

（16:00-17:00 質疑応答時間） 

 

 

 

 

 

 19:30- 懇親会 

2004年11月21日（日） 

09:00-10:30 

WS-G：多国籍企業・海外移転 

09:00-10:30 

WS-H： 造船とアスベスト 

10:30-13:00 

セッション7： 

アスベスト・リスクのない世界：明日

への戦略 

各ワークショップ報告： 

閉会： 

 

 

 4



2004 年世界アスベスト東京会議 
2004年11月19-21日 早稲田大学国際会議場 

演題募集 
演題提出 

1. 口演（全体会議、ワークショップ）、ポスター発表のいずれかでの発表を希望される方は、演題抄録及

び必要な情報をEメール（gac2004@ac.wakwak.com）、FAXまたは郵送（下記参照）にてお送りください。

（ホームページ（http://park3.wakwak.com/~gac2004/jp/）からのオンライン提出もできます。） 

2004年世界アスベスト東京会議（GAC 2004）組織委員会 

〒136-0071 東京都江東区亀戸7-10-1Zビル5階 

電話: （03）3636-3882  FAX: （03）3636-3881 

2. 演題抄録の提出締め切り日は、2004年5月31日です。 

3. 同一の演題抄録の重複申し込みはおやめください。 

4. 必ず以下の情報を記載してください。 

• 
• 

• 

• 
• 
• 
• 

演題 

口演希望かポスター発表希望か、口演希望の場合には、希望する全体会議（1～7）またはワー

クショップ（A～H）の区分   

発表の際に使用を希望する機材（PCプロジェクター/35mmスライドOHP、PCプロジェクターのご

使用を強く推奨いたします。） 

発表者（及び連名者）の氏名 

発表者（及び連名者）の所属及び役職（肩書き）名 

発表者のEメール・アドレス、住所、電話・FAX番号 

演題の抄録 

5. 抄録本文は日本語（600字以内）または英語（300語以内）で記入して下さい。 

6. 演題申込を受け付け次第、申込確認のご連絡をいたします。お申し込みから3日以内に申込確認のE

メールが届かない場合には、事務局までご連絡下さい。 

7. 申し込まれた演題抄録は、質及び独創性、関連性に基づいて厳正に審査のうえ、2004年6月30日ま

でに、発表者に対して、原則としてEメールで採否の通知を行います（連名者には通知いたしませ

ん）。 

8. 演題を採用された発表者は、必ず会議への参加登録を行ってください。 

 

口演発表（全体会議・ワークショップ） 

1. 演題発表の時間は、原則として10分間（キースピーカーは15～20分間）です。本会議では、日本語及

び英語を使用し、双方向の同時通訳が提供されます。すべての発表者には、割り当てられた発表時

間を厳格に守っていただかなくてはなりません。事前に発表に要する時間を計測しておかれることを

強く推奨いたします。 

2. PCプロジェクター、35mmスライド、OHP（オーバー・ヘッド・プロジェクター）が、演題発表の際に利用で

きます。PCプロジェクターのご使用を強く強く推奨いたします。PCプロジェクターの利用を希望される

場合には、データを焼き込んだCD-RをEメールまたは郵便でお送りください（事務局のEメール・アカ

ウントは5MBを超すEメールは受け付けませんので、ご注意下さい。超える場合には必ず郵便で送っ

て下さい）。PCプロジェクター利用に関するその他のガイドラインは、追ってお知らせします。ご希望

等がある場合には、事務局にご連絡下さい。 

 

ポスター発表 

1. ポスター掲示板のサイズは横120cmX高さ180cmですので、このスペースに収まるようにポスターを用

意してください。 

2. ポスター最上部には、演題及び発表者の氏名、所属、役職（肩書き）名を記載してください。 

3. 会議場へのポスターの持ち込みは発表者の責任で送ってください（事務局への事前送付は受け付け

かねます）。ポスターの貼付に必要なピン等は会場に用意いたします。 

4. ポスターの掲示、撤去等の時間割りは、おってご案内します。 
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2004年世界アスベスト東京会議 
2004年11月19-21日 早稲田大学国際会議場 

参加登録 
登録料 

早期登録の締め切り： 2004年7月31日 

2004年7月31日までの登録料： 6,000円 

2004年8月1日以降の登録料： 8,000円 

学生は割引登録料： 3,000円 

登録料には宿泊費用は含まれません。 

国内登録者は、ウエルカムパーティー（11月19日）は会費無料、懇親会（11月20日）は別途参加費（5,000

円）が必要となります。いずれの場合も参加希望者は、参加登録用紙でその旨をお知らせください。 

 

登録方法 

別添の参加登録用紙に必要事項を記入し、Eメール（gac2004@ac.wakwak.com）、FAXまたは郵送（下記参

照）にてお送りください。（ホームページ（http://park3.wakwak.com/~gac2004/jp/）からのオンライン登録も

できます。） 

 2004年世界アスベスト東京会議（GAC 2004）組織委員会 

 〒136-0071 東京都江東区亀戸7-10-1Zビル5階 

 電話: （03）3636-3882  FAX: （03）3636-3881 

 

登録料の支払方法 

登録料及び懇親会参加費は、必ず以下のいずれかの方法でお支払いください。 

クレジットカード • 

• 

• 

VisaまたはMasterCardがご利用いただけます。 

※クレジットカードを利用される場合には、登録用紙をFAXまたは郵送でお送りください。カード情報をE

メールで送信することはおやめください。 

※クレジットカードは、登録料及び懇親会費の振込のみに利用可能です。会議に対する寄付金等の振

込にはご利用できませんので、下記の銀行振込または郵便振替をご利用下さい。 
銀行振込 
三井住友銀行・亀戸支店（普）1601650 「GAC（ジーエーシー）2004 組織委員会」 

郵便振替 
郵便振替口座 00120-2-444461 「GAC（ジーエーシー）2004 組織委員会」 

 

領収証・登録証の発行 

事務局から領収証および登録証をお届けします。会場受付において登録証をお示しいただき、ネームバッ

ジおよび会議資料をお受け取りください。 

 

登録取消・払戻 

登録の取り消しは登録者の氏名を明記のうえ、必ず書面で事務局にお申し出ください。 

2004年10月31日までの取り消しのお申し出に対しては、納入済みの登録料の80％をご指定の銀行口座

に払い戻しいたします（手数料は差し引かせていただきます）。2004年11月1日以降の登録取り消しに対し

ては、払い戻しには応じかねますので、あらかじめご了承ください。 

 

宿泊案内 

組織委員会はJTBを指定旅行業者としています。巻末の宿泊案内をご覧のうえ、「宿泊申込書」を使って

JTBに直接お申し込み下さい（オンライン申込も可能です（http://act.jtb.co.jp/itd/scripts/gac2004j.asp））。

登録と宿泊申込は、申込先・料金振込先とも異なりますので、お間違いのないようご注意下さい。 
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2004年世界アスベスト東京会議 
2004年11月19-21日 早稲田大学国際会議場 

参加登録用紙 
必要事項を記入し、Eメール（gac2004@ac.wakwak.com）、FAXまたは郵送（下記参照）にてお送りください。

（ホームページ（http://park3.wakwak.com/~gac2004/jp/）からのオンライン登録もできます。） 

 2004年世界アスベスト東京会議（GAC 2004）組織委員会 

 〒136-0071 東京都江東区亀戸7-10-1Zビル5階 

 電話: （03）3636-3882  FAX: （03）3636-3881 

 

[  ] Dr./ Mr./ Mrs./ Ms. 

フリガナ： 

氏名： 

 First Middle Last 

所属・肩書き： 

 

郵送先住所： [  ] 勤務先 ／ [  ] 自宅 

 

 

 電話：: FAX： 

E メール・アドレス： 

支払方法： 支払金額 \    [  ] 登録料 ＋ [  ] 懇親会参加費（5,000 円） 

[  ] クレジット・カード 種類： [  ] VISA   [  ] MasterCard 

 カードナンバー：  

 有効期限：            年    月 

 所有者氏名（ローマ字）： 

 [  ] 銀行振込／[  ] 郵便振替 

 （振込日）                     2004 年   月   日 

 （振込人の名義（フリガナ）） 

 （振込銀行・支店名） 

ウエルカムパーティー、懇親会の参加希望 

[  ] ウエルカムパーティー（11月19日、会費無料） 

[  ] 懇親会（11月20日、別途会費制（5,000円）） 

演題応募： [  ] 応募済み／[  ] 応募予定／[  ] 予定なし 

[  ] 全体会議 No. [  ] （1～7） 演題： 

[  ] ワークショップ No. [  ] （A～H） 演題： 

[  ] ポスター・セッション  演題： 

[  ] 写真展  概要： 

[  ] ビデオ・セッション  概要： 

[  ] 商品展示等   概要： 

関心のある領域： 

 

 

会議に対するご意見・ご要望等： 
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2004年世界アスベスト東京会議 
2004年11月19-21日 早稲田大学国際会議場 

宿泊案内 
組織委員会は、JTBを指定旅行業者に指定しています。以下の宿泊案内は、JTBの提供によるものです。 

宿泊申込用紙の送付や照会先は、GAC2004組織委員会ではなく、JTB（本頁下段参照）になりますので、ご注意ください。

専用ウエブサイトもご利用いただけます。http://act.jtb.co.jp/itd/scripts/gac2004j.asp 

さて、このたび早稲田大学にて「2004年世界アスベスト東京会議」が開催されるにあたり、参加されます皆様の宿泊の

手配をＪＴＢ国際旅行事業部で取り扱わせていただくこととなりました。皆様のご希望に添いますよう努力いたしますので、

下記内容をご参照の上、お早めにお申し込み頂きますようご案内申し上げます。 

ホテルリスト 

料金(1室あたり) 

No. 
ホテル名 

        

（ﾁｪｯｸｲﾝ / ｱｳﾄ）
シングル 

1名様1室利用 

ツイン 

2名様1室利用 

住所 / 電話 / 最寄駅 

① 
リーガロイヤルホテル東京 

（14：00 / 12：00） 
\20,890* \23,300 

〒169-8613 新宿区戸塚町1-104-19 

電話: 03-5285-1121 

会場まで徒歩5分 

② 
サンシャインシティプリンスホテル 

（14：00 / 11：00） 
\9,450 \13,440 

〒170-8440 豊島区東池袋3-1-5 

電話: 03-3988-1111 

地下鉄有楽町線東池袋駅徒歩3分

③ 
ホテルサンルート池袋 

（14：00 / 11：00） 
\9,240 \13,650 

〒170-0013 豊島区東池袋1-39-4 

電話: 03-3980-1911 

池袋駅徒歩2分 

④ 
大正セントラルホテル 

（15：00 / 10：00） 
\7,980 \12,600 

〒169-0075 新宿区高田馬場1-27-7 

電話: 03-3232-0101 

JR高田馬場駅徒歩１分 
� 上記料金は１室１泊あたりの料金（サービス料込、税金込）です。 

� お食事は含まれません。 

� ＊はツインまたはダブルルームのおひとり様利用となります。 

お申込方法 
申込書［※省略］に必要事項をご記入の上、下記宛にFAXまたは郵送にてお送り下さい。インターネットによるオンライン

申し込みも、以下のウエブサイトからできます。http://act.jtb.co.jp/itd/scripts/gac2004j.asp 

予約に際しましては、予約金(1室につき1泊分)および通信手数料(\525)を申し受けます。 

代金受領後、弊社より予約確認書をご送付申し上げます。2004年10月30日をお申込締切日とさせていただきます。 

お支払方法 
予約金(１室につき1泊分)および通信手数料(\５２５)を下記のいずれかの方法でお支払い頂きます。 

予約金を差し引いた宿泊代金の残額およびその他ホテルでのご利用代金は直接ホテルにてご精算頂きます。 

  ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ 下記クレジットカードがご利用いただけます。 

         1.ﾋﾞｻﾞｶｰﾄﾞ   2.ﾏｽﾀｰｶｰﾄﾞ   3.ﾀﾞｲﾅｰｽｶｰﾄﾞ   4.ｱﾒﾘｶﾝｴｷｽﾌﾟﾚｽ   5.ｼﾞｪｲｼｰﾋﾞｰ 

  銀行振込  振込先: 東京三菱銀行 新丸の内支店   口座番号: (普)１０２５７４０ 

                   口座名義: （株）ジェイティービー  国際旅行事業部 
              注) 振込み手数料はお客様負担となります。予めご了承ください。 

              銀行振込の場合､領収書(振込書)のｺﾋﾟｰを申込書に添付するかﾌｧｯｸｽにて弊社までご送付下さい｡ 

変更・取消 
予約を変更・取消される場合には、ファックス等、書面にてお知らせ下さい。 

取消の場合は、下記の規定に基づき取消料を申し受けます。 

 宿泊日の１０日前以前-----------------------   ５２５円 

 宿泊日の９日前より２日前まで---------------- 1泊分の２０%（最低額 \５２５） 

 宿泊日の前日----------------------------- 1泊分の８０% 

 当日以降---------------------------------    １泊分全額 

なお、予約の変更・取消にともなうご返金は会議終了後となります。予めご了承ください。 

お申込およびお問い合わせ先 
   （株）ジェイティービー 国際旅行事業部 「2004年世界アスベスト東京会議」係（CD101923-281） 

   営業時間： 9:45～17:30 (除 土日および祝祭日) 
   〒140-8604 東京都品川区東品川2-3-11  FAX：(03)5495-0685 電話：(03)5796-5445 E-mail: gac2004@itd.jtb.co.jp 
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2004年世界アスベスト東京会議（GAC2004）組織委員会 

委員長 

天明佳臣（全国労働安全衛生センター連絡会議議長、医師） 

顧  問 

小木和孝（（財）労働科学研究所主管研究員、元ILO労働条件環境局長）／鈴木武夫（元国立公衆衛生院院

長）／鈴木康之亮（米ニューヨーク・マウントサイナイ医科大学教授（地域・予防医学及び病理学））／広瀬弘忠

（東京女子大学文理学部教授（リスク・災害心理学）） 

組織委員 

上野満雄（自治体労働安全衛生研究会事務局長、医師）／宇野林蔵（横須賀じん肺被災者の会相談役（神奈

川））／大島寿美子（北星学園大学文学部心理・応用コミュニケーション学科専任講師（札幌）、科学ジャーナリ

スト）／富山洋子（日本消費者連盟運営委員長）／中地重晴（環境監視研究所所長、有害化学物質削減ネット

ワーク（T-ウォッチ）代表）／古川和子（中皮腫・アスベスト疾患・患者と家族の会）／マリ・クリスチーヌ（国連ハ

ビタット親善大使、異文化コミュニケーター、ＴＶパーソナリティー）／宮本一（全国建設労働組合総連合（全建

総連）労働対策部長）／村山武彦（早稲田大学理工学部教授（複合領域））／森田明（弁護士、神奈川大学法

科大学院教授） 

事務局長 

古谷杉郎（石綿対策全国連絡会議事務局長） 

事務局 

大内加寿子（アスベストについて考える会（静岡））／永倉冬史（アスベスト根絶ネットワーク）／名取雄司（亀戸

ひまわり診療所、医師）／安間武（化学物質問題市民研究会） 

国際委員会 

アニー・デボ・モニ／（フランス： 国立衛生医学研究所（INSERM）現代社会公衆衛生問題研究所（CRESP）研究

部長）／ツシャ・カン・ジョシ（インド： 労働・環境保健センター所長・プロジェクト・ディレクター）／パク・ドンミョン

（白道明）（韓国： ソウル大学保健大学院産業保健学教授）／バリー・キャッスルマン（アメリカ： 環境コンサル

タント、『アスベスト： 医学的・法的側面』の著者）／フェルナンダ・ギアナージ（ブラジル： 労働安全衛生監督官、

アスベスト曝露者協会）／ローリー・カザンアレン（イギリス： アスベスト禁止国際書記局（IBAS）コーディネータ

ー） 

協  賛 

石綿対策全国連絡会議（BANJAN）／アスベスト禁止国際書記局（IBAS） 

全日本自治団体労働組合（自治労）／全国建設労働組合総連合（全建総連）／全日本港湾労働組合（全港

湾）／全造船機械労働組合／日本消費者連盟／労働者住民医療機関連絡会議／中皮腫・じん肺・アスベスト

センター／中皮腫・アスベスト疾患・患者と家族の会／［その他要請中］ 

後  援 

東京都／日本労働組合総連合会（連合）／日本医師会／日本経済新聞社／朝日新聞社 

エコケミストリー研究会／（社）日本化学会／日本環境学会／日本リスク研究学会／日本衛生学会／日本地

質学会／廃棄物学会／（社）環境科学会／日本肺癌学会／（社）日本建築学会／（社）日本産業衛生学会／

（社）日本水環境学会／（財）日本建築センター／（社）日本建築材料協会／（社）環境情報科学センター／田

尻宗昭記念基金／ラマッチーニ協会／労働環境衛生学会（SOEH：アメリカ）（３月１日現在） 

［厚生労働省／環境省／ILO駐日事務所／NHK／その他要請中］ 

 

2004年世界アスベスト東京会議（GAC2004）組織委員会 

〒136-0071 東京都江東区亀戸7-10-1 Ｚビル5階  TEL（03）3636-3882  FAX（03）3636-3881 

Eメール: gac2004@ac.wakwak.com  ウエブサイト: http://park3.wakwak.com/~gac2004/ 

銀行口座： 三井住友銀行・亀戸支店（普）1601650  「GAC（ジーエーシー）2004組織委員会」 

郵便振替口座： 00120-2-444461 「GAC（ジーエーシー）2004組織委員会 
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